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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・感染対策管理委員会より～面会時などの差し入れについて、病棟側で患者様同席のもと確認を行い、生物や賞味期限が過ぎているものは遠慮してもらいましょう。

　　　　　　　　　　　　　また、先日の巡視の際にトイレの臭いについて指摘されています。トイレの清掃についてどのように行っていくか検討お願いします。その他、「感染・非感染に不適切なものが入っていた」「トイレのドアが開いてた」「トイレの電気がついてた」とありました。注意していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　インフルエンザ予防接種について、10月下旬～11月上旬を予定しています。決まり次第、再度連絡します。

＜患者様連絡事項＞
・出河　功　様～8/19(金) 11:00～15:00、スタッフ付き添いにて墓参りの外出希望があり、主治医より許可が出ています。

・赤坂　順市様～8/13(土) 10:00～8/15(月) 11:30まで外泊となっています。帰院時、外泊状況について確認し、危険物の持ち込みなどがないか確認してください。また、敷地外散策プログラムについてご家族より許可が出ています。

・戸賀沢　潔様～8/13(土) 13:00～8/16(火) 16:00まで外泊となっています。ご家族にも食べ過ぎないよう伝えています。帰院時、外泊状況や危険物や金銭などの持ち込みがないか確認し、忘れずに体重測定をしてください。

・坂本　のり子様～本日、12:00～18:00まで外出しています。帰院時、外出状況や持込物について確認していきましょう。

・阿部　文香様～本日、10:00～16:00まで外出しています。帰院時、外出状況の確認をしてください。また、ブラジャーについてご家族へ情報提供をし、次の面会時にでも新しいブラジャー(スポーツブラ)を購入してきて欲しいことを伝えています。

・川村　慶夫様～本日、家族勉強会を行っています。当初ビデオ③「家族の心理」の予定でしたが、家族より「見ました」との意見があり、ビデオ④「アルコール依存からの回復」へ変更し行っています。

・中居　松男様～疾病教室２回目を実施しています。服薬の必要性と副作用について行っていますが、スタッフの説明に頷きながら聞かれています。副作用について「夏は体が火照って、冬は寒くなる」と話されています。

＜注目患者様ケース検討＞

・菅井　浩子様～２、３日食事があまり摂取されておらず、本日より外泊予定となっているため、以下の内容で点滴行っています。点滴は拒否なく行っています。

　　　　　　　　　　ペンライブ　500ml

　　　　　　　　　　ダイビタミックス 1A     

　　　　　　　　　　アスコルビン酸 1A

　　　　　　　　本日11時より、8/14(日) 15:00まで外泊となっています。薬について、服薬は必ず行ったほしい事・拒薬があった場合には病院に連絡をするよう伝えています。帰院時、外泊時の様子などについて確認していきましょう。

・　坂　貢　様～昨日、空笑しながら、棟内を徘徊しています。時折首をひねりながら、口を動かしています。本日は、徘徊あまり見られていません。引き続き、日中の様子、プログラムの参加状況、独語・徘徊の有無、他者とのトラブルなど観察していきましょう。また、墓参りの希望聞かれています。家族へ連絡し、面会時、日程調整する事で了承されています。

・坂本　のり子様～昨日、下腹部痛を訴え、朝・昼・夕と不食されています。本日の朝も不食されていますが、理由について「外出で吐いちゃうから」と話しています。下腹部痛の訴えは聞かれていません。本日、12:00～18:00まで外出していますが、行く際に妄想様の発言聞かれていました。帰院時に、外出状況の様子を確認していきましょう。

＜清水　秋男様ミーティング報告＞

～　今後の課題について　～

・前日のミーティングにて、自分は何でも出来るという過大評価について出来る事・出来ない事

を振り返ってみる。また今まで同じ病棟にいても話す事の無かった人もいたから、自分から積

極的に話し掛けることを今後の課題に挙げています。出来る事として「身の回りの事」「交通機

関の利用」などを挙げ、出来ない事として「列車の利用」を挙げています。日常生活面での不

安として「病棟生活では特に不安などはないが、退院して青風荘を利用し今後のステップにつ

いて考えると不安が募る｣と悲観的な発言がある。また家族（兄弟）も高齢な為、今後生活して

いく上での、援助が無くなると不安が募るなどと発言されている。今後については「何か仕事

をしたいけれど就職するのも難しいよね･･･｣と話す。各施設のサービスを利用すれば単身生活

も難しく無い事を説明している。青風荘への入所の目的・今後の生活について明確なビジョン

がないまま病棟生活を送っていると考えられる為、そのような内容の援助が必要と思われる。

